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9-3"-di-o-acetyl-midecamycin(MOM)の 臨 床 的 検 討

大 山 馨 ・鈴 木 国功 ・清 水 隆 作

富山県立中央病院

(昭和55年1月17日 受付)

マ クロライ ド系抗生物質 ミデ カマ イシンの誘導体,9,3"-di-o-acetylmidecamycin(MOM)に つ

いて臨床的検討を行 った結果,次 のことを知った。

1.MOMは グラム陽性菌に対して強 い抗菌 力を示すが,グ ラム陰性桿菌 に対す る 抗菌 力は50

μg/m1以 下 であった。

2.臨 床的 には20例 の呼 吸器感染症に用い,16例(80%)に 効果がみ られた。本剤に感受性の

ある菌 に よる感染症には充分な効果が期待で きる。

3.副 作用 としては2例 に軽度のGOT,GPTの 上昇をみ とめたが,本 剤の投与を中止す るには

至 らなかった。

MOM1は マクロライ ド系抗生物 質 ミ デ カ マ イ シ ン

(MDM)の アセチル誘導体 であ り,グ ラム 陽性菌 に対

し強 い抗菌性を示す と共に,極 めて毒性 が 低い2,3)とさ

れている。

今 回,我 々はMOMを 臨床的に応用する 機会をえた

ので,臨 床分離株 に対す るMDMと の比較検 討 を行っ

た成績 とともに報告す る。

1抗 菌 力

1.実 験材料お よび方法

1)供 試菌株

被検菌株 は臨床材料か ら分 離 し た 下 記菌株を使用し

た。

Staphylococcus aureus  24株

Streptococcus  faecalis  12株

Escherichia coli  20株

Citrobacter  10株

Klebsiella pneumoniae  21株

Enterobacter  16株

Serratia marcescens  6株

Proteus  45株

Pseudomonas aeruginosa  24株

計178株

2)MICの 測定

日本化学療 法学 会標準法に準 じて寒天平板 希釈法によ

りMICの 測定 を行 った。

培地はHeart infusion寒 天培地を用 い,被 検薬剤 は

MOMお よびMDMに ついて,各 々の100μg/mlか ら

の2倍 希釈 とし0.2μg/mlま での濃度調製を 行 った寒

天 平板 と した 。

接 種菌 量 はHeart infusionブ イ ヨ ンで1夜 培養 した

もの を 原液 と し,寒 天 培 地 で 混 釈,平 板 と して コ ロニー

カ ウ ン トを 行 っ て106cells/mlと な る よ う 滅 菌生 理 食

塩 液 で 希 釈 調製,1白 金 耳 を 画 線 塗 抹 した 。

判 定 は37℃,18時 間後 に接 種 菌 の発 育 の有 無 で行 っ

た 。

II実 験 結 果

グ ラ ム陽 性 球 菌staphylococcus aureusお よびSt-

reptococcus faecalis,グ ラ ム陰 性 桿 菌E. coli, Citro-

bacter, Klebsiella,Enterobacter,serratioお よび

P.mruginosaに 対 す る感 受 性 試験 成 績 はTable1に,

ま たProteu5vulgaris,P.mimbilis, P. morganii,

P.rettgeriに 対 す る感 受 性 試 験 成 績 はTable2に 一括

表 示 した 。

1.グ ラ ム陽 性菌

a)Staphylococcus aureus

S.amus24株 に対 す るMOMのMICは0.78～

3.13μg/mlに 分 布 し,1.56μg/mlに ピ ー クを示 す 強 い

抗菌 性 を示 した が,対 比 したMDMで もMICは0.78

～3.13μg/mlに 分 布 す る成 績 が え られ ,い ず れ に も 優

劣 を つ け難 い成 績 を えた 。

b)Streptococcus faecalis

S.faecalis12株 で はMoMのMIcは0.39～3.13

μg/mlに 分 布,0.78μg/mlに ピ ー クを示 し た 。 対 比 し

たMDMで も0.39～1.56μg/mlに 分 布 し,0.78μg/

mlに ピー クを示 す 成 績 が え られ,い ず れ に も優 劣 を つ

け難 い よい感 受 性 を 示 す こ とが 認 め られ た 。
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Table 1 Sensitivity of clinically isolated bacteria

Inoculum size: 106cells/ml

Table 2 Sensitivity of clinically isolated strains

Inoculum size: 106cells/ml

2.グ ラ ム陰 性 菌

グ ラム陰 性 桿 菌E.ccli20株,Citro6acter10株,

Klebsiella pneumoni召e21株,Entmbacter16株,

Serratia mamscens 6株,Profms 45株,P.mru-

gino5a24株 に つ い て のMOMのMICは い ず れ の菌

株 に対 し て も50～>100μ9/m1に 分 布 す る 成 績 で あ り,

対 比 したMDMで も同 様 の 成 績 を えた 。

以 上 の 成 績 か ら,MOMは グ ラ ム陽 性菌 に 対 し 強 い 抗

菌 力 を 有 す る こ とが 認 め られ た。

III臨 床 成 績

1.対 象

2例 の扁桃炎を除 き当院内科へ入院していた呼吸器感

染症でそ の内訳は扁桃炎3例,気 管支炎6例,肺 炎10

例,・マイコプラズマ肺炎(M.P.)1例 の計20例 で'性

別は男13例,女7例 で,年 令分布は15才 か ら90才

に及んでい る。 また感染症の程度 としては軽症を対象 と

してお り中等症は含 まれていない。

2.投 与方法
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Table 3 Clinical trials with MOM
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Table 4 Clinical effect of MOM

*MP: Mycoplasmal pneumonia

本剤 の投与は原則 として100mgの 錠剤 を1回2錠1

日3回 食後に経 口服用 し,期 間は5日 か ら最長22日 に

及び総投与量 の最高 は129で あった。

本剤の投与観察期 間は昭和54年3月 か ら11月 まで

の間であった。

3.効 果判定

効果判定 は次 の基 準に従 った。

1)著 効(excellent)

i:起 炎菌 が明 らかな ものは起炎菌 の消失 と臨床症

状の急速 な改 善をみた もの

ii:起 炎菌 が不 明な ものでは,臨 床症状 の急速 な改

善をみたもの

2.有 効(good)

i:起 炎菌 消失 と臨床症状 の改善が みられた もの

ii:起 炎菌不 明の ものでは,臨 床症状が充分改善 し

た もの

3)無 効(poor)

一 臨床 ,起 炎菌 のいつれ も変化がないか,却 って悪化

した もの

4.成 績

治療対象者,MOMの1日 投与量 と投与 日数,病 巣分

離菌,治 療 効果お よび副作用 に つ いては,Table 3,4

に表示した。

呼吸器感染症20例 につい ての効果 をみる と,扁 桃炎

3例 中著効1,有 効2例 で,気 管支炎 の6例 では有 効5

例,無 効1例 で あったが,無 効の1例(No.9)か らは

H.influenzaeが 分離 された。

肺炎の10例 について みると有効7例,無 効3例 であ

った。

無 効3例 中1例(No.12)か らはH.influenzaeで 分

離 され,ま た1例(No.14)は 起 炎菌 不 明 の症 例 で 本 剤

の 投 与 で 効 果 は み られ な か っ た がCEXで 効 果 が み られ

た 。 また 他 の1例(No.17)は 肺癌 を基 礎に 持 った 軽 症

の 感 染 症 で,S.pneumoniaeが 分離 され たが,本 剤 の投

与 に よ って 臨 床 上 も細 菌 学 的 に も改 善 は み ら れ な か っ

た 。

一 方
,有 効 例 の 中 で1例(No.10)にH.influenzae

が 分 離 され,MICも100μg/mlと 感 受 性 が 低 か った が

臨 床 症 状 の 改 善 が み られ,H.influenzaeも 認 め られ な

くな った が,こ の 症 例 で はH.influenzseは 分 離 され た

が 起 炎 菌 で は な か っ た もの と考 え られ る。

マ イ コ プ ラ ズ マ肺 炎 の1例(No.26)に 対 し ては 有 効

の 成 績 が え られ た。

5.副 作 用

MOM投 与 症 例 に つ い て一 般 状 態,血 液 尿 一 般 検 査,

肝 機 能,腎 機 能 検 査 を 経過 と共 に観 察 した 。 そ の 中 の血

液 一 般 検 査 はTable 5に,血 液 生 化 学 検 査 はTable 6

に ま とめ た 。 そ の 結 果,一 般 状態 の 上 で は異 常 を み とめ

な か った が,血 液 生 化 学 検 査 上2例(No.8,No.11)に

GOT,GPTの 軽 度 の 上 昇 を み た が投 与 中止 に はい た ら

ず,治 療 終 了 後1週 間 で 正 常 値(No.8 GOT 24, GPT

13; No.11 GOT 18, GPT 11)に も ど っ た。

IV考 案

MOMは マ ク ロ ラ イ ド系 抗 生物 質 ミデ カマ イ シ ンの誘

導 体9,3-di-o-acetyl midecamycinの こ とで そ の特 徴

とす る と こ ろは

1.ED50は ミデ カ マ イ シ ンの1/2～1/10で あ る。

2.抗 菌 力 が 優 れ て い る こ と。

3.生 体 内代 謝 産 物 もMOMに 近 い 感 染 効 果 を示 す 。

4.毒 性 は低 い 。

5.吸 収 試 験 で ミデ カ マ イシ ン よ り高 い 血 中 濃 度 を示

す 。

等 といわ れ て い る。

我 々は 今 回 以 上 の こと を踏 ま えて 抗 菌 力 と臨 床 上 の効

果 を 検 討 し た が,我 々の 対 象 と し たS.aureusお よび

S,faecalisの 両 菌 種 に 対 して は 極 め て よ い 感 受 性 を 示

し た 。し か し な が ら対 象 とし た グ ラム陰 性 桿 菌,E.coli,

Citrobacter, Klebsiella, Enterobacter, Serratia,

Proteus, P.aeruginosaに 対 して はい つれ も50μg/ml

以 上 のMICで あ った 。

従 っ て 対 象 は 当 然 グ ラ ム陽 性 球菌 の感 染 症 が選 ばれ る

べ きで あ る。

臨 床 成 績 に つ い て み る と扁 桃 炎3例 中 全 例 に,気 管 支

炎6例 中5例 に 有 効 で あ った 。 しか し 無 効 の1例 か らは

H.influenzaeが 検 出 され た の で,本 剤 の 投与 対 象 例 と
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Table 6 Laboratory findings

*B...before

*A...after

しては不適であ った もの と考 えてい る。

また軽症肺炎10例 に対 して本剤 の投与を行な ったが

7例 に有効の成績が えられた。無 効の3例 中1例 か らは

H. influenzae が分離 され,1例 は起 炎菌 不明 で あ り,

残 る1例 はS.pneumoniuが 起炎菌 と推定 され たが基

礎疾患 として肺癌が あったため効果が期待で きなか った

ものと考 えられた。

マ イコプラズマ肺 炎の1例 には充分 な 効 果 が み られ

た。

以上の基 礎と臨床 の成績か らみて本剤 に感受性 のある

菌に よる感 染症には良好な結果が期待 で きる抗生物 質で

ある。

一方
,副 作用 とし て は2例 にGOT・GPTの 僅かの

上昇が認め られたが,本 剤 の投与を中止す ることな く必

要量を投与 し治療終 了し,そ の1週 後の検査では正常値

に も ど っ て お り,副 作用 とし て は軽 度 の も の と考 え てい

る。
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CLINICAL STUDY ON 9, 3"-DI-O-ACETYL-MIDECAMYCIN (MOM)

KAORU OYAMA, KUNINORI SUSUKI and RYUSAKU SHIMIZU
Department of Internal Medicine, Toyama Prefectural Central Hospital

Clinical investigation on 9, 3"-di-o-acetyl midecamycin (MOM) showed the following results.
1. MOM showed an inhibitory action against gram positive cocci.
2. MOM was applied singly 600 mg per day for the mild respiratory tract infection, and excellent

or good results were obtained in 16 cases out of 20 cases.
3. Side effect was observed in 2 cases, that showed slight GOT and GPT elevation one week after

the start of MOM administration.


